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　異性を好きなのが当たり前？性別って男と女だ
け？だれかを好きになるのが「普通」？一人しか
好きになったらだめ？実は性のあり方はひとりひと
り異なります。
　恋愛をする人、しない人。異性を好きになる人。
同性を好きになる人。性別関係なく好きになる人。
生まれた時の性別とは異なる性別で生きたい人、
実際に生きる人。自分の性のあり方がわからない
人、決めたくない人・・・このように性のあり方に
対して、人それぞれの想いや考えがあるのです。
　こうした「性の多様さ」を認めあおうと呼びか
けるのが、今回紹介する神戸 IDAHOによる路上
アクション。
　この活動は、2011年にはじまり今年で7回目。
セクシュアリティ（性のあり方）を問わないさまざ
まな想いをもった 40名以上の参加者が、休日で
賑わう三宮マルイ前で道行く人に声をかけ、チラ
シを手渡します。そうして呼びかけるのは、多様
な性を認めあえる社会であってほしいという願い。
どんな性のあり方でも「堂々と生きていきたい」。
そんな想いを込めてメッセージを発信するのです。

　あちこちで目を引く6色の虹
は、多様な性のシンボルカラー。
セクシュアリティは、虹色のよ
うに十人十色で多彩なものとい
う意味が込められています。

　さまざまなフラッグが大
空にはためきました。「セク
シュアルマイノリティ当事者
も、そうでない人も含めた皆
のセクシュアリティの話なん
だということを伝えるために
“多様な性”という言葉を大
切にしています」と小林さん
は語っていました。

　各地から寄せられたメッセージを読みあげ
る参加者。そうして伝える想いは「私たちは
すでに、一緒に生きている」ということ。
　そしていつか、「セクシュアルマイノリティ
であるかに限らず、障がいがあるかないか
や、出自の違いといったことも含めて、みん
なが手を取り合って歩んでいける社会になり
ますように」という未来への願いも込められ
ています。
　この場に来ることはできなくても、自分に
代わって仲間たちがその想いを伝えてくれる
のです。

性のあり方が少数派の人たちのことを「セクシュアルマイノリティ（性的少数者）」と言います。「LGBT※」といった　言葉をメディアで見聞きすることが増え、近年、その認知も広まってきました。
一方で、当事者やその家族が様々な場面で孤独感や生きづらさを感じているという現実が今なお存在し、私たちが　これから考えていかなければならないテーマのひとつでもあります。
そうしたなか、初夏の兆しが見えだした5月のある週末。三宮の一角が「多様な性にYES！」と呼びかける声に満た　された一日がありました。
今号は、多様な性のあり方をポジティブに発信する団体「神戸IDAHO」が行った路上アクションと、その活動に込 める想いを特集します。

多様な性にYES!
自分らしく、ありのままでいられる社会を目指して

神戸IDAHO代表者の小林さんにお話を伺いました。

　2009年に大阪で行われたアクションに参加したこと、

それが神戸IDAHOを立上げるきっかけでした。

　メッセージを読もうとマイクを握ったとき、人々の視線が

怖くて、足が震えなかなか声が出ませんでした。でも、い

つか自分の地元でもアクションを起こしたいという気持ち

が起こりました。

　神戸IDAHOは年に一度だけのイベントですが、いつか

友人が「この日は特別。自分らしくいられる大切な日」と話してくれたことがあります。

　私たちにとってこの一日は、伝えたい想いを訴えかけるだけでなく、仲間といる心強さを感じあい、

「また一年後のこのときまで頑張ろう」と元気を分かちあう日でもあるんです。いつの日か、誰もが

毎日を自分らしくいられる日が来るように、そして、その日を迎えられずに失われていったいのちの分

まで頑張りたいという想いが、このアクションの原動力です。

Ｐ Ｒ Ｏ Ｆ Ｉ Ｌ Ｅ

小林 和香さん（31 歳）

神戸 IDAHOの代表者。
個人としても学校や企
業での講演を通じて、
性の多様性についてひ
ろく理解を呼びかける
活動に取組む。

※LGBT…��レズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トランスジェンダーの
　　　　　頭文字をとった言葉
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arc-en-Fierte（アークアン フィエルテ）
マネージャー  石橋　智美 さん

兵庫県出身。学生時代のアルバイト
からブライダル業界に身を置かれ、
今日に至るまで多くの、様々なカッ
プルを祝福してこられました。

Q.�セクシュアルマイノリティの方へのサービス
　 提供をはじめたきっかけは？
　メディアでセクシュアルマイノリティについて目にする機会が増え、ご自身
の交際や結婚について家族・友人に打ち明けられない当事者の心情に触れまし
た。ブライダル業界の者として、この方々とどう向き合えるのかを考えた末、
サービスを提供させていただく運びとなりました。

数名で開かれる結婚式は寂しさを感じま
すね…。
　ただ、本人たちは本当に幸せそうで、その様子を目にして私も一
緒に感動してしまうんです。
　こうして関わらせていただくうえでの発見も多く、例えば同性愛
の方々は同じ性別で気持ちがわかりあっているのか、パートナーに
対する思いやりや気配りがすごく丁寧で信頼し合っていることがよ
く伝わってきます。そのような場面に出会うと、愛するパートナー
を想う気持ちに性別の決まりはないんだなと感じますね。

最後に、メッセージをお願いします。
　性のあり方は異なっていても、パートナーを思いやり、愛おしい
と感じる気持ちに違いはないと思います。いつの日か、いろんな愛
のかたちを認め合える社会になってほしいですね。
　当店は今後ともお客様に寄り添い、不安をひとつずつ解消しなが
らおふたりの夢を叶えられるよう努めて参ります。メールでのお問
合せにも応じておりますので、不安なことがあれば遠慮なくご相談
いただけるとうれしいです。

Q.�反響のほどはいかがでしょうか。
　おかげをもちましてたくさんのご相談をいただいております。ただ、お客様
のもつ事情の繊細さゆえ、ご来店に至らないケースも少なからずございます。
事前にできる限りの不安を解消したうえでご来店いただけるよう努めておりま
すが、一歩を踏み出すには大きな決断と勇気が必要なのだと実感しております。
　当店では女性同士のカップルが多いのですが、トランスジェンダーの
お客様もご来店いただいたことがあります。その際はそれぞれがこころ
の性別にあわせた衣装をお召しになり、記念写真を撮られました。
　挙式を希望されるお客様もおられますが、式にはおふたりだけか、多
くても数名の列席者のみ。やはりカミングアウトに対する不安は大きい
ようで、こうした場面に立ち会えばこそ、当事者の方々が抱える悩みを
肌身に感じますね。

　人生の1ページを飾るイベントである結婚。愛しあうふたりの新たな門出を祝うはずのこのイベントは、時とし
てセクシュアルマイノリティの人たちに葛藤を感じさせることがあります。
　ふたりの愛を祝福してほしいという願いの陰にある、自らの個性をカミングアウトすることへの不安。その悩み
の末に、夢を諦めてしまうカップルもいるそうです。
　そうしたなか、中央区北野のチャペル「arc-en-Fierte（アークアン フィエルテ）」では、2016 年からセクシュ
アルマイノリティのカップルに向けたサービスを提供。多様な愛のあり方に共感し、分け隔てない祝福を贈る同店
の石橋さんにお話を伺いました。

福祉の
まちづくり

安心な「見守り機能」付き安心な「見守り機能」付き離れた家族が
“つながる”

テレビめーむとは
専用リモコンを使って操作するだけで、
カンタンにテレビでコープこうべの宅配
のお買い物ができるサービスです

受付時間
火～金曜日/8：30～19：30
土～月曜日/8：30～18：00

まずはお電話または
インターネットで

コープこうべくらしの情報センター
　無料ダイヤル　0120-44-3100
※電話のおかけ間違いにご注意ください

※携帯電話・ＩＰ電話からは
06-7636-2000へ
おかけください（有料）

詳しくは

▶
テレビめーむ

コープこうべのテレビめーむ
大きな画面で
コープこうべの
宅配カタログを
お買い物♪

買い間違いがな
いかチェックも
できて安心♪

テレビめーむを
「ON！」

ご登録いただい
たご家族のスマ
ホにお知らせが
入ります

多様な愛と祝福の声に満たされる神戸を願う
神戸北野のチャペルが踏み出す新たな一歩
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就農レストラン  GIGLIO BIANCO Ⅱ（社会福祉法人白百合学園内）
〒651-1144　神戸市北区大脇台12-1　しらゆりこども館1階　☎078-594-7707　5078-594-7800
営業時間（年中無休）　Lunch▶11：00～15：00（Close）オーダーストップ14：30　Dinner▶17：30～21：00（Close）オーダーストップ20：30

美味しい！かわいい
！福祉のお店

就農レストラン　G
ジ リ オ

IGLIO B
ビ ア ン コ

IANCO Ⅱ

法人の利用者
で、店舗スタッ
フの田村さん。
オープン間も

なくの頃から働いており、食材の下ごしらえや
盛り付け、裏方仕事までこなす頼れる存在。
これからの目標を伺ったところ、「すこしずつ
料理の作り方を覚えて、いつか調理場に立ちた
いです。そのときには僕のつくった料理をぜひ
食べに来てください！」と意気込みを語ってく
れました。

店内には新鮮野菜をつかったメニューが目白押し。
なかには同法人の利用者が育てた野菜も使用されており、生産から
調理、接客などあらゆる場面で利用者が活躍し、店の運営を支えて
います。

「私たちは、障がいのある人たちが地域の一員として
“自然に ”働き、やりがいや喜びに満ちた生活ができ
ることを目指しています。“自然に ” というのは、障
がい者が頑張っているから、と特別な扱いをされない
ことでもあります。みなさんがそれぞれ目標をもって
働き、ほかのお店と同じように普通にお食事を楽しん
でいただく。おいしいからまたお越しいただける。そ
うしたほかと変わらない“普通”であれることこそが、
真の障がい者の社会参加だと私たちは考えています」

社会福祉法人
白百合学園
� 遠山 伸一さん

法人スタッフの遠山さんにお話を伺いました

ホテルで料理長
を 務 め て い た
シェフが、その
場で調理してくれる鉄板焼きも魅力のひとつ。
焼き上げられるお肉やたまねぎのいい香りが店内に広
がります。

神戸市北区にある就農レストラン「GIGLIO BIANCO Ⅱ」は、社
会福祉法人白百合学園が運営するビュッフェスタイルのレストラ
ン。同店では、区内の障がい福祉施設の利用者が手塩にかけて育
てた野菜を提供しており、
旬のとれたて野菜をたっ
ぷりと味わえることで人
気を呼んでいます。

社会福祉法人白百合学園
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7月 29 日土 7月 29 日土 
16 ：00 ～20 ：00    　16 ：00 ～20 ：00    　

※雨天の場合は、ステージイベントを屋内で開催します。（但し、キャラクターショーは中止します。）

フードゾーン＆
ふれあいショップ

中央緑道 16 ：00 ～20 ：00

ステージ
芝生広場 

16 ：00 ～20 ：00
ダンスパフォーマンス

沖縄民謡
宇宙戦隊キュウレンジャー ショー 
県立神戸鈴蘭台高校

和太鼓部演奏
ビンゴ大会

手嶌葵ライブ

雨天決行

ビンゴ大会
先着 5,000枚（配付16 ：00～）

わんぱく広場
芝生広場 

16 ：00 ～18 ：30 豪華賞品が当たる！！

昔あそび、点字体験
ミニゴルフ体験

第 27回

心揺
さぶる

透明な歌声をあなたに

手嶌葵ライブ　19：00～

［お問合せ］（公財）こうべ市民福祉振興協会 TEL:078-743-8092

約30団体出店！
休憩スペース700席

　まちづくりについて考えるうえで欠かせない存在である市役所。そ
れは福祉のまちづくりにおいても変わることはありません。
　今回のきずな・KOBEでは、神戸市の久元市長に、ご自身の故郷
でもある神戸の未来像について、福祉のまちづくりの視点からお話を
お寄せいただきました。

　近年、わが国における超高齢社会の進行や人口減少社会の本格化に加

え、地域では家庭や近隣における人と人のつながりの希薄化など、環境の

大きな変化に伴って、市民が抱える福祉の課題も多様化・複雑化しています。

　厳しさを増す今日の社会環境においては、行政と事業者、市民の協働に

より生まれる「市民福祉」を推し進めることこそが、これからの明るい神戸の

まちづくりに欠かせないものであると考えています。

　「市民福祉」とは言い換えれば「助け合い」です。誰かの助けになろうと

するには、助けを必要とする人への共感の心がなくてはなりません。そのた

めに、まずはご自分の周囲で見られる悩みや苦労に想いを寄せることで理

解と共感の心を育み、そこから差し伸べられる手のひとつひとつが、いずれ

神戸のまちを温かく照らす灯火となっていくはずです。

　わたしたちのくらしを改めて見回すと、加齢により出歩くことが難しく閉じこ

もりがちとなった高齢者や、近隣とのつながりを持てないままに孤独な子育

てに悩みを抱える親子、他者とのコミュニケーションに戸惑う障がい者など、

身近なところで悩みや苦労を抱えた人たちの姿が見え隠れしています。

　わたしたちは、こうした方々の存在に気付き、まずは「もしも自分がその当

事者だったら」とイメージすることが、手を差し伸べる一歩となるのではない

でしょうか。

　これからの福祉のあり方は、制度としてのサービス提供を前提としたこれ

までのあり方から、「地域で助け合うくらし」へ転換することが求められ、近

隣地域による助け合いの力や、それを下支えする行政の役割が、益々重要

になってきています。本市では、地域福祉ネットワーカーをはじめとした社会

福祉協議会の皆さんとも連携しながら、地域で支え合う仕組みづくりを推

進しているところです。

　これからも、すべての市民が地域の一員として互いの個性を認め合い、

支え合う地域共生社会となることを目指して、なお一層、市政運営に励んで

まいります。

� 平成 29 年 7月

ま
ち
が
助
け
あ
い
で
あ
ふ
れ
る
、
こ
れ
か
ら
の
神
戸

神戸市長
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ご寄附をありがとうございます。ご寄附をありがとうございます。～みなさまの善意を神戸市の福祉活動に役立てます～
※寄付をしていただいた個人・法人は、所得税・法人税の優遇措置が受けられます

【善意銀行】平成29年1月～平成29年5月末 
善意銀行では、金銭・物品のご寄附を「金銭口座」と「物品口座」にお預かりしています。〈敬称略。ご承諾をいただいた方のみ掲載しています〉

金銭口座：����岡本尚彦、日本入れ歯リサイクル協会、公益財団法人 神戸市産業振興財団　神戸ファッション美術館、匿名10件
物品口座：株式会社シシエス、損害保険ジャパン日本興亜株式会社、中谷庄一、ナブテスコ株式会社

金銭口座：�神戸市乳児院連盟
物品口座：�����神戸市母子生活支援施設、ＮＰＯ法人ウィメンズネット・こうべ、神戸市知的障害者施設連盟、家庭養護促進協会、区社会福祉協議会

コミュニケーション障がいと情報障がい、聴覚障がい者の日常生活の
現状から社会への課題、地域との共生について学びます。

8月1日（火）　18：30～20：30
【場所】兵庫公会堂　大集会場（兵庫区役所　地階）
【対象】市内在住・在勤・在学の手話に関心のある方
【定員】100名[事前受付／先着順　7月28日締切]　【参加費】無料

○申○問 神戸市兵庫区社会福祉協議会
　　　☎078-511-2111　5078-574-5771
         E-mail:info@hyogoku-shakyo.or.jp

手話で生活する聴覚障がい者について講演会

�終活とは、残りの人生をより良く生きるため、元気なうちに考えて
準備しておくこと。エンディングノートや遺産相続などについて税
理士が相談に応じます。

毎月第3水曜日　13：30～15：30(8月16日開始)
【場所】垂水区役所2階　垂水区社会福祉協議会相談室
【対象】原則として終活を希望するご本人　※垂水区民優先
【定員】1日4名まで[事前受付／予約制　前日17：00までにご予約ください]　
【参加費】無料

○申○問 神戸市垂水区社会福祉協議会　終活相談係
　　　☎078-708-5151　5078-709-1332
         E-mail:info@tarumi-csw.or.jp

「元気なうちの税務相談所 ～終活・相続・
遺贈寄付～」を開設しますお知らせ

区社協からのお知らせ

●�精神保健福祉ボランティア講座
こころの病について理解を深めるとともに、精神保健福祉ボラン
ティア活動者の養成を目的とします。

8月23日（水）～10月6日（金） 全5回 ※実習1回含む 
【場所】�こうべ市民福祉交流センター　301教室、各区地域活動支援センター
【対象】市内在住・在学・在勤で、精神保健福祉ボランティアに関心のある方　 
【定員】40名[事前受付／抽選制　8月9日締切]　【受講料】2,500円

●上手な会議の作法を身につけよう！
参加者主体の会議にはコツがあります。参加したみんなが良かったと
思える会議のノウハウを学びましょう！

9月6日（水）　9：30～16：30 
【場所】�こうべ市民福祉交流センター　302教室
【対象】市内在住、在勤、在学の方、社会福祉事業従事者　など　 
【定員】30名[事前受付／抽選制　8月23日締切]　【受講料】1,000円

○申 ○問 神戸市社会福祉協議会　市民福祉大学
　　　☎078-271-5300　5078-271-5365
　　　E-mail:daigaku@with-kobe.or.jp

講座 市民福祉大学　講座案内

8月～10月の催し・イベントご案内

●おばけやしき
今年もこべっこランドにおばけやしきがやってきます。たくさん
のおばけたちがみんなを待っています！

9月2日（土）～3日（日）　
①10：00～12：30　②13：30～16：00 

【場所】神戸市総合児童センター（こべっこランド）　7階ホール
【対象】�幼児と保護者または18歳未満の児童（未就学児は保護者同伴） 
【定員】各時間帯250名[当日受付／先着順]　【参加費】無料

●こべっこランド30周年記念
　ケロポンズがこべっこランドにやってきた！コンサート！！
こべっこランドにエビカニクスで大好きな「ケロポン
ズ」がやってきます。一度は、聞いたことのある曲が
いっぱい！みんなでいっしょに楽しみましょう。
10月1日（日）　13：30～14：30

【場所】�神戸市総合児童センター
　　　（こべっこランド）　7階ホール

【対象】幼児と保護者または18歳未満の児童
【定員】250名[事前受付／８月1日から]  【参加費】無料

○申 ○問 神戸市総合児童センター
　　　☎078-382-1300　5078-351-0684
　　　E-mail:mail@kobekko.or.jp

催し こべっこランド　イベント案内

障害者スポーツ振興センターのご紹介
　障害者スポーツ振興センター
では、障害者スポーツ教室・障
害者スポーツ大会のほか、地域
に出向いて障害者スポーツを支
援する活動、スポーツリーダー
の養成・派遣事業など障害者ス
ポーツに関する様々な活動に取
り組んでいます。詳しくはセン
ターホームページに記載してい
ますので、ぜひご活
用ください。
www.kobesad.jp
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プレゼント
アンケートにご協力ください（応募締切：8月18日必着）
「きずな　 KOBE」第 16号はいかがでしたか？
ご覧になった感想をお寄せください。お寄せいただいた方のなか
から抽選で、下記の賞品をプレゼント !

社会福祉法人白百合学園より

「G
ジ リ オ

IGLIO B
ビ ア ン コ

IANCOⅡ」 ペアお食事券　

神戸開港150 年記念「港都KOBE 芸術祭」より
アート観賞船ペア乗船チケット

今号で紹介した就農レスト
ラン「GIGLIO BIANCO Ⅱ」
のペアお食事券をプレゼン
ト！
神戸市北区で育てられた新
鮮野菜たっぷりのお食事
を、心ゆくまでお楽しみく
ださい♪

お名前、ご住所（〒）、電話番号、年齢と希望の
プレゼント名、本誌へのご感想を明記して、下
記までご応募ください。当選者の発表は賞品の
発送に代えさせていただきます。

〒 651-0086
神戸市中央区磯上通 3-1-32
神戸市社会福祉協議会

「きずな・こうべ」プレゼント係へ
kouhou@with-kobe.or.jp

2組４名様

5組10名様

読者のお声

～第15号に寄せて～
VOICE

●�「うおっこワーキングタウン」の特集を読んで、
こんなイベントが地元の人達の協力で実現でき
るなんて、���素晴らしい地域だなと感動しました。

　�私の住む地域でもできないものか考えていきた
いと思います。� Y.Hさん（44歳）

●�すきっぷ、頼もしいですね。私はもっぱら「イ
イミミ」世代ですが、助け合って繋がる、同じ
根っこからこういう活動も育っているんだ、と
感心しています。� H.Kさん（65歳）

●�三年生の娘が校外学習で、北神みそづくりにい
きました。その影響か、今回の味噌の記事に釘
付けで一緒に読んでいました。味噌バターラス
ク作ってみたいです。� A.Kさん（35歳）

【応募方法】ハガキまたはEメールで

ハガキ

Eメール

神戸開港 150 年記念「港都 KOBE 芸術祭」より、アート観賞船ペ
ア乗船チケットをプレゼント！明治の開港以来、諸国の人・もの・情報
が行き交う拠点として神戸の文化風土を育んできた神戸港。当芸術
祭は「時を刻み、豊かな広がりへ」をテーマに、長い歳月とともに培
われてきた多様性あふれる神戸の魅力を、アートの力で発信します。
神戸港、神戸空港島を中心に各所で展示される作品の中には、観賞船に乗らないと見
ることのできないものも。ぜひこの機会にお越しいただき、神戸の魅力に触れてくだ
さい。

※ランチタイム、ディナータイムのいずれでもご利用いただけます。
※本券は大人、小人に関わらず1枚につき1名までのご利用となります。
※アルコール類など、お食事と別料金のものは本券の利用に含まれません。
※�本券は神戸市東灘区にある姉妹店「GIGLIO BIANCO」ではご利
用いただけません。

※当選者には8月以降、ペア乗船チケットを随時発送します。
※催事の詳細は港都KOBE芸術祭特設ページhttp://www.kobe-artfes.jp/をご覧ください。

会期：平成29年9月16日～10月15日


